
つ
か

も
と

か
つ

み

日
本
学
士
院

エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞

受
賞
者

塚

本

勝

巳

専
攻
学
科
目

海
洋
生
物
学
・
魚
類
生
態
学

生

年

月

昭
和
二
三
年
一
一
月

略

歴

昭
和
四
六
年

六
月

東
京
大
学
農
学
部
水
産
学
科
卒
業

同

四
八
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
五
年

一
月

農
学
博
士

同

六
一
年
一
〇
月

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
助
教
授

平
成

六
年

四
月

東
京
大
学
海
洋
研
究
所
教
授

同

二
二
年

四
月

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
教
授
（
現
在
に
至
る
）

一
一



農
学
博
士
塚
本
勝
巳
氏
の
「
魚
類
の
回
遊
現
象

に
関
す
る
基
礎
研
究
―
―
と
く
に
ウ
ナ
ギ
の
回

遊
機
構
の
発
見
」
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

生
物
の
回
遊
現
象
の
謎
は
、
古
来
よ
り
人
々
を
魅
了
し
続
け
て
き
た
。
大
回

遊
を
す
る
サ
ケ
や
ウ
ナ
ギ
は
、
単
な
る
食
資
源
動
物
と
し
て
の
関
心
に
留
ま
ら

ず
、
地
域
の
民
話
や
信
仰
の
対
象
に
も
な
り
、
人
と
自
然
を
結
ぶ
象
徴
的
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
塚
本
勝
巳
氏
は
四
〇
年
に
亘
っ
て
魚
類
の
回
遊
現
象
の
研
究

に
携
わ
り
、
回
遊
研
究
の
基
礎
を
築
い
た
。
中
で
も
ウ
ナ
ギ
産
卵
場
の
発
見
と

回
遊
機
構
の
解
明
は
際
だ
っ
た
成
果
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
約
六
〇
〇
編
の
論

文
に
ま
と
め
ら
れ
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。
教
育
や
社
会
の
た
め

の
出
版
物
も
多
く
、
小
学
四
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
た
「
ウ
ナ
ギ

の
な
ぞ
を
追
っ
て
」
は
子
供
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て
い
る
。

１
�
魚
類
の
回
遊
研
究

塚
本
氏
は
海
と
川
を
行
き
来
す
る
回
遊
魚
の
中
か
ら
サ
ク
ラ
マ
ス
、
ア
ユ
、

ウ
ナ
ギ
を
モ
デ
ル
に
選
び
、
ま
ず
、
サ
ク
ラ
マ
ス
に
つ
い
て
の
詳
細
な
生
態
調

査
か
ら
、
河
岸
の
抽
水
植
物
群
落
が
稚
魚
の
越
冬
と
生
残
に
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
示
し
た
。
ま
た
標
識
放
流
実
験
に
よ
り
、
初
期
の
成
長
率
が
降
海

型
と
残
留
型
の
回
遊
型
分
化
を
決
定
す
る
要
因
で
あ
る
こ
と
を
解
明
し
た
。

次
に
、
回
遊
機
構
の
研
究
を
ア
ユ
で
行
い
、
稚
ア
ユ
が
河
川
を
遡
上
す
る
際

に
「
早
生
ま
れ
の
個
体
ほ
ど
高
成
長
で
、
若
齢
・
小
サ
イ
ズ
の
ま
ま
早
期
に
回

遊
す
る
」
と
い
う
ア
ユ
の
回
遊
の
原
則
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、
琵
琶
湖
の
流

入
河
川
に
住
む
回
遊
型
の
�
大
ア
ユ
�
と
、
生
涯
湖
内
で
過
ご
し
小
型
で
成
熟

す
る
残
留
型
の
�
小
ア
ユ
�
が
、
世
代
の
代
わ
る
一
年
毎
に
、
相
互
に
入
れ
換

わ
る
と
い
う
興
味
深
い
現
象
の
発
見
に
繋
が
っ
た
。Sw

itching
T

heory

と
呼

ば
れ
た
こ
の
生
活
史
多
型
現
象
は
、
生
態
学
上
初
の
報
告
と
し
て
国
内
外
で
高

い
評
価
を
得
た
。

さ
ら
に
、
稚
ア
ユ
の
遡
上
直
前
に
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
の
大
量
分
泌
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
遡
上
行
動
の
解
発
機
構
の
最
終
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
水
温
、
光
、
個

体
密
度
の
外
部
環
境
要
因
と
空
腹
度
や
サ
ー
カ
デ
ィ
ア
ン
リ
ズ
ム
の
内
部
生
理

要
因
が
、
脳
内
で
遡
上
行
動
の
動
因
レ
ベ
ル
を
上
昇
さ
せ
、
最
終
的
に
遡
上
の

引
き
金
を
引
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
う
し
た
生
態
学
、
生
理
学
、
行
動

学
の
多
方
面
か
ら
詳
細
な
観
察
、
実
験
、
解
析
を
加
え
た
包
括
的
回
遊
研
究
は

過
去
に
例
が
な
く
、
塚
本
氏
の
稚
ア
ユ
を
モ
デ
ル
に
し
た
こ
の
研
究
は
、
魚
類

の
回
遊
研
究
分
野
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。

２
�
ウ
ナ
ギ
産
卵
場
の
発
見

四
八



塚
本
氏
と
そ
の
研
究
チ
ー
ム
は
、
四
〇
年
間
に
計
二
〇
回
を
越
え
る
研
究
航

海
を
実
施
し
、
太
平
洋
の
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
を
特
定
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

塚
本
氏
は
産
卵
の
起
こ
る
場
所
と
時
間
を
正
確
に
特
定
す
る
た
め
、「
海
山
仮

説
」
と
「
新
月
仮
説
」
の
二
つ
の
仮
説
を
提
唱
し
た
。
海
山
仮
説
と
は
、
ウ
ナ

ギ
仔
魚
の
分
布
デ
ー
タ
に
体
サ
イ
ズ
、
海
流
、
海
底
地
形
の
情
報
を
総
合
し
て

導
き
出
さ
れ
た
説
で
、
ウ
ナ
ギ
は
西
マ
リ
ア
ナ
海
嶺
の
海
山
域
で
産
卵
す
る
と

い
う
も
の
。
一
方
新
月
仮
説
は
、
内
耳
に
あ
る
耳
石
の
日
周
輪
に
基
づ
く
孵
化

日
解
析
か
ら
導
か
れ
た
説
で
、
ウ
ナ
ギ
は
半
年
に
及
ぶ
産
卵
期
の
中
で
、
各
月

の
新
月
に
同
期
し
て
一
斉
に
産
卵
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
仮
説

は
、
広
大
な
海
洋
中
で
ウ
ナ
ギ
の
雄
と
雌
が
う
ま
く
出
会
い
受
精
を
成
功
さ
せ

る
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
合
理
的
に
説
明
し
て
い
る
。

こ
の
二
仮
説
に
基
づ
い
て
調
査
を
続
け
た
結
果
、
二
〇
〇
五
年
六
月
の
新
月

に
孵
化
後
二
日
齢
の
仔
魚
四
〇
〇
体
を
ス
ル
ガ
海
山
近
傍
で
、
ま
た
二
〇
〇
九

年
五
月
の
新
月
二
日
前
に
は
、
つ
い
に
三
一
個
の
ウ
ナ
ギ
卵
を
西
マ
リ
ア
ナ
海

嶺
南
端
部
の
海
山
域
で
採
集
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
二
つ
の

仮
説
は
実
証
さ
れ
、
長
く
続
い
た
ウ
ナ
ギ
産
卵
場
調
査
に
終
止
符
が
打
た
れ

た
。ウ

ナ
ギ
の
回
遊
研
究
は
、
分
類
学
、
生
活
史
、
集
団
遺
伝
学
的
研
究
へ
発
展

し
、
さ
ら
に
は
回
遊
の
起
源
と
進
化
に
関
す
る
分
子
系
統
学
へ
と
展
開
し
て
い

る
。
ま
た
シ
ン
ク
ロ
ト
ロ
ン
放
射
光
に
よ
る
耳
石
の
微
量
元
素
分
析
に
よ
っ

て
、
河
川
に
遡
上
せ
ず
、
一
生
海
に
と
ど
ま
る
個
体
群
「
海
ウ
ナ
ギ
」
を
発
見

し
た
こ
と
は
、
学
界
の
み
な
ら
ず
社
会
へ
も
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
海
ウ
ナ

ギ
の
存
在
は
、
従
来
、
降
河
回
遊
魚
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
ウ
ナ
ギ
の
回
遊
の
常

識
を
覆
し
、
教
科
書
の
記
述
を
書
き
改
め
る
発
見
と
な
っ
た
。

３
�
応
用
的
展
開

塚
本
氏
の
回
遊
研
究
は
、
基
礎
生
物
学
の
分
野
へ
の
貢
献
の
み
な
ら
ず
、
水

産
学
や
保
全
生
態
学
な
ど
応
用
的
な
面
で
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ア
ユ
の
回
遊

開
始
機
構
の
基
礎
研
究
は
、
放
流
用
稚
ア
ユ
の
種
苗
性
を
飛
躍
的
に
改
善
す
る

手
法
を
導
き
、
ウ
ナ
ギ
仔
魚
の
回
遊
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
は
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

資
源
管
理
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
海
ウ
ナ
ギ
や

サ
ク
ラ
マ
ス
の
回
遊
型
分
化
の
研
究
は
、
種
の
保
全
と
環
境
保
護
の
た
め
に
大

い
に
貢
献
し
て
い
る
。

塚
本
氏
は
現
在
地
球
規
模
で
激
減
し
た
ウ
ナ
ギ
資
源
を
保
護
す
る
た
め
に
、

一
九
九
七
年
よ
り
東
ア
ジ
ア
鰻
資
源
協
議
会
を
組
織
し
、
こ
れ
ま
で
一
五
年
に

亘
っ
て
国
際
保
全
活
動
を
展
開
し
て
き
た
。
日
本
、
韓
国
、
中
国
、
台
湾
に
ウ

ナ
ギ
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
「E

elR
iver

」
を
設
定
し
、
河
口
に
来
た
シ
ラ
ス
ウ
ナ

ギ
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
、
最
適
な
資
源
管
理
方
策
を
探
る
と
共
に
、
社

会
の
保
全
意
識
の
高
揚
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
塚
本
氏
は
天
然
資
源
に
か
か
る

乱
獲
の
負
荷
を
減
ら
す
た
め
、
ウ
ナ
ギ
養
殖
用
の
種
苗
と
し
て
人
工
シ
ラ
ス
ウ

四
九



ナ
ギ
を
生
産
す
る
技
術
開
発
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

以
上
、
塚
本
氏
の
魚
類
の
回
遊
に
関
す
る
広
範
で
独
創
的
な
研
究
活
動
は
、

学
界
の
み
な
ら
ず
、
生
物
と
自
然
環
境
の
保
全
に
並
々
な
ら
ぬ
貢
献
を
し
て
き

た
。
よ
っ
て
、
塚
本
勝
巳
氏
の
業
績
は
日
本
学
士
院
エ
ジ
ン
バ
ラ
公
賞
に
値
す

る
。

主
要
な
著
書
・
論
文
の
目
録
（
５
７
４
編
／
冊
よ
り
３０
編
／
冊
を
抜
粋
）

【
原
著
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文
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